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第４９回府中市少年サッカー大会 開催要項 
 

1 目 的 

サッカーを通し、地域の少年の交流を発展させるとともに技術の向上と体力の増進を図り、 

さらに強い忍耐力と豊かな心を育てるために開催する。 

 

2 主 催  府中市教育委員会 

 

3 主 管  府中市少年サッカー連盟 

 

4 期 間  （小学生の部）令和 7 年 4 月 27 日（日）から 7 月 20 日（日）までの土・日曜日、祝 

（中学生の部）令和 7 年８月 21 日（木）、8 月 26 日（火） 

 

5 会 場  調布基地跡地暫定少年サッカー場・朝日フットボールパーク・府中市内小・中学校グラウンド 

 

6 参加資格 

(1) 市内で日常活動している児童・生徒で編成したチーム 

（出場するチーム選手の３分の２以上が府中市民（在住、在学）であること） 

(2) 令和７年度スポーツ傷害保険に加入している者。 

      ※上記(1)、(2)を満たしていないチームが確認されたとき、当該チームを失格とする場合がある 

 

7 競技方法 

(1) 小学生の部は、学年により６部門に分け、予選リーグ・決勝トーナメント戦とする。 

① 小学生の部 6・5・4・3 年生は 8 人制サッカー競技とし、予選リーグ・決勝トーナメント戦とする。  

※ 決勝戦で同点の場合は 5 分-5 分の延長戦とする。決しない場合は３本の PK 方式とする。 

② 小学生の部 2・１年生はフットサル競技（５人制）とし、予選リーグと決勝トーナメント戦とする。 

※ リーグ戦に於いての勝点は勝ち 3、引き分け 1、負け 0 とし、順位決定は、 

勝点 得失点差 総得点 対戦者間 コイントスの順に決定する。 

トーナメント戦において勝敗が決しない場合は、PK 方式（３本）により決定する。 

(2) 中学生の部   予選リーグ・決勝トーナメントとする。 

※ リーグ戦に於いての勝点は勝ち 3、引き分け 1、負け 0 とし、順位決定は、 

勝点 得失点差 総得点 対戦者間 コイントスの順に決定する。 

トーナメント戦において勝敗が決しない場合は、PK 方式（5 本）により決定する。 

 

8 試合時間 

① 小学生の部 6・5 年生  予選リーグ、１回戦～準々決勝戦   15 分-5 分-15 分 

準決勝戦・決勝戦・３位決定戦  20 分-5 分-20 分 

② 小学生の部 4・3 年生  15 分-5 分-15 分 

③ 小学生の部 2・1 年生   8 分-3 分-8 分 

※ 大会事情により、試合時間を変更する場合がある。 

  ④ 中学生の部   25 分ハーフ・50 分ゲームとする。 

 

 

 

 

 



2 

 

9 競技規則 

① サッカー競技に於いては、日本サッカー協会「2024/2025 サッカー競技規則」、 

「８人制サッカー競技規則」に準じる。 

② 交代は、交代ゾーンを使用し、主審に通知することなく交代できる。 

ただし、ゴールキーパーの交代はアウトオブプレー中に主審の許可を得て行う。 

③ キックオフしたボールが直接相手チームのゴールに入った場合、相手チームにゴールキックが与えられる。 

④ 競技者が退場を命じられた場合、その競技者のチームは競技のフィールドでプレーする 

 競技者を補充することができる。 

⑤ 交代要員はビブス等を着用し、出場選手との見分けがつくようにすること。 

⑥ 遅参のチームは当該試合開始時刻に選手が揃わない場合は、そのチームは失格とする。 

※ リーグ戦においては、0-0 で相手チームに勝ち点 3 を与える。 

⑦ フットサル競技に於いては、「2045/2025 フットサル競技規則」に準じる。(一部大会特別規定) 

 

10 審判 

① 6・5 年生の部の審判員は３人制（主審・副審判員２人）で行う事とする。 

4・3 年生の部の審判員は 2 人制（主審・第 2 審判員２人）で行う事とする。 

小学生の部 2・1 年生の部のリーグ戦では１人制とし、決勝トーナメント戦では 2 人制とする。 

※主審・副審判員の決定は、当該同士にて決定の事。 

② 副審判員が使用するフラッグは、各チームにて用意の事。 

③ 主審は有資格者(サッカー4 級以上)とする。副審判員はこの限りではない。(審判服着用) 

④ 主審は試合開始の３０分前までに本部にて審判カードを受け取り、試合終了後速やかに 

試合結果を本部に報告する。 

⑤ 小学生の部 6・5・4・3 年生のベスト 4 に進出したチームは、チーム帯同者とは別に 2 名の審判員を選出。 

⑥ 小学生の部 2・1 年のベスト 8 に進出したチームは、チーム帯同者とは別に１名の審判員を選出。 

 

11 チーム編成と選手登録 

(1) 小学生の部  

監督又はチーム責任者は満２０歳以上とし、チームに対して全責任を負えるものとする。登録選手について 

下部学年から補充登録をする事ができる。ただし、同一学年に複数チームを登録する場合は、下部学年から 

複数チームへの補充登録はできない。 

※選手の追加登録は登録書提出以降の新規入部者に対し、当該学年大会初日に限り登録を認める。 

  （当該学年大会初日までに選手登録書を再提出の事） 

※複数チームにて参加の場合、登録後の選手間の異動は認めない。 

  (2) 中学生の部 

① １チームの登録人数には特に制限を設けない。 

② 監督またはチーム責任者は学校の職員とし、チームに対して責任を負えるものとする。 

 

12 用具 

① 小学生の部は、検定 4 号球、フットサル競技は検定 3 号球とし、大会本部が用意する。 

   中学生の部は、検定５号球とする。 

② スパイクは固定式に限る。 

③ ユニホームは色の異なる正副２着を用意する事。ただし、小学生の部 2・1 年生の部はこの限りでなない。 

④ 小学生の部 2・1 年生においては、ビブスでの対応を可能とする。 

⑤ ユニホームの色は対戦同士間にて試合開始前までに確認及び決定の事。 

⑥ アンダーシャツ・アンダーパンツ等の色は問わないが、チーム内で同色が好ましい。 
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⑦ ゴールキーパーは、ビブスでの対応を可能とする。 

13 注意事項            

①  車両での来場ついては、下記とし駐車票を掲示の事。 

府中市少年サッカー場 ２台/チーム / 朝日フットボールパーク 別途案内 

② 【任意】 小学生の部に於いては、登録選手を除く、チームスタッフ及び来場者すべての方に対し、 

チーム統一のカードホルダーを着用の事。 

③ 小学生の部、2・1 年生のベスト８、 6・5・4・3 年生のベスト４より、試合開始 10 分前にメンバーチェックを行

う。 

   中学生部においては、試合３０分前に集合すること。 

④ 試合における審判の判定などへの抗議または異議申し立ては認めない。 

⑤ 指導者及び選手による暴言・不適切行為などは認められない。 

⑥ 指導者・選手などの大会会場や試合中の怪我、事故等はチーム責任者に一任する。 

⑦ 観戦場所は定められた場所にて観戦の事。（大会当日に指示の場合もある。） 

⑧ 小さなお子さんを連れての来場の際は、常に保護者が帯同の事。 

⑨ 府中市少年サッカー場において、コート作成は第一試合双方のチームで行い、第一試合 

開始 30 分前には完成させる事。最終試合終了後は最終試合チーム双方でコート整備を行う。 

⑩ 会場への来場は、原則該当試合の１時間前（コート作成チームは除く）とする。 

また、当該試合終了後、速やかに撤収の事。 

⑪ 荒天の場合、当日の試合中止又は、試合開始時間を繰り下げる場合がある。(小雨決行) 

⑫ 会場施設内は全面禁煙とする。 

⑬ 大会要項を遵守し、大会要項に違反したチームは、失格とする場合がある。 

⑭ 朝日 FP の利用注意事項詳細は別紙による。 

 

14 懲罰規定 

① 本大会は、公益財団法人日本サッカー協会「懲罰規定」に則り、大会規律委員会を設ける。 

② 本大会の規律委員会は、府中市少年サッカー連盟の規律委員会とする。 

③ 本大会の懲罰に関する事項については、本大会の大会規律委員会が決定する。 

④ 本大会期間中に警告を２回又は退場を命じられた選手・指導者は次の試合に出場できない。 

 

15 申込方法  申込書に全ての事項を記入し、4 月 7 日（月）までに、① ②いずれかに提出。 

① 府中市文化スポーツ部スポーツタウン推進課（府中駅北第２庁舎４階）に持参、 

② 連盟事務局 e-mail＜ pacific12451@gmail.com ＞（大会担当役員：高橋宛） 

 

16 代表者会議・組合せ抽選会 

代表者会議は実施せずに府中市少年サッカー連盟の責任抽選で組合せを決定する。 

 

16 開会式 令和 7 年 5 月 10 日（土） 朝日フットボールパーク 

 

17 閉会式 各部の決勝戦終了後、個別に行う。 

 

18 幹事団体 

・ストロングボーイズ (長谷川）     ・府中３ＦＣ（澤瀉）  

・グリーンファイターズ （山本）     ・本宿蹴球団（高橋） 

 

19 問い合わせ 府中市少年サッカー連盟 高橋：090-2442-0839 
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20 その他 

   熱中症対策については、公益財団法人日本サッカー協会が策定している熱中症対策ガイドライン等に沿って、大 

会等の主管団体において適切な対策を実施する。 

 


